第5回電算化委員会議事録
日時　：　2006年　9月　22日（金）　15：00　～　16：00

場所　：　青南病院　２階会議室

司会　：　小松　聡子　　　　　記録者：　三浦　理見
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＜連絡事項＞

・記録者は議事録を必ずWIZ電算化委員会議事録のフォルダーに保存すること。

＜議事内容＞

1. 前回の議事内容の確認

・前回はWord・Excel等についてアンケートの実施方法、アンケートの回収方法について考察中、スタッフの中でグループウェアを活用できない人がいるとのことで、先にグループウェアの技術向上について取り組むこととするなどの議事内容の確認を行う。

2． 各部署スタッフのWIZスケジュール登録状況についての確認

· WIZの掲示板にて個々のスケジュール登録を行うよう働きかけを行う。

· 前回、委員が1週間に1回確認することになっていたが、実際難しい。

· WIZ掲示板での働きかけにより、スケジュール登録者数が増えたかどうかを確認。

· 未だスケジュール登録していない職員の確認を行い、未登録者については各部署ごとに電算化委員から声をかけ、登録していただく。

部署ごとの分担は以下の通りとし、スケジュールを入れていない職員に「公休・勤務・委員会・会議」等を入れてもらう。

東病棟→高橋（正）

北病棟→阿部

南病棟→及川

通所　→東

青山荘→三浦（理）・山口

青風荘→三浦（理）・山口

青明舎→三浦（理）・山口

五福　→上條

南山苑→小松から南山所属の電算化委員へ連絡し分担してもらう

3.　WIZ当番表の活用について

· 業務分担スケジュールは以前紙に記入していた。

· 打ち込むのが面倒であり、入力に手間がかかる為、用紙を見た方が楽という意見が病棟内では多い。地域ではWIZの当番表を見る機会がなく、勤務については勤務表にて確認している為、活用する機会は少ない。

· 各部署ごとに当番表の入力者は違う。

· 病棟で当番表を必ず確認するのは全体業務のみで、当番表に必要項目とそうでない項目がある。

· WIZを開いていくのではなく、1回クリックするだけで見ることが出来るようなシステムであればいい。

· 用紙に業務を記入することが禁ぜられて、WIZに入力して印刷をかけても、登録に手間がかかるのみで結局用紙に業務に記入するのと同じこと。

· 当番表を活用するのが目的で、登録するのが目的ではない。

· システム上のことについて委員会が介入すると大きくなってしまい、法人全体の話になってしまう。

【結論】

　単純に当番表へ入力してもらい、使う、登録することを呼びかけ、職員がどこまで出来るのか把握する。そこから、再度問題点を挙げ考えていくこととする。

4. 当番表の活用についての呼びかけ方法

· WIZ掲示板にて当番表の登録、活用を呼びかけることとする。

· WIZ掲示板への投稿→水野

· WIZ掲示板への投稿内容

1 スケジュール帳の登録

未だ登録していない職員に対して呼びかけ、入力していない場合は電算化委員から指導を行うこと。

2 当番表の入力

各部署ごとに当番を決めたらすぐにWIZ当番表へ入力するよう呼びかける。

《次回》

· スケジュール登録者の状況報告

· 当番表の確認

